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修学旅行客数の推移
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千人 入洛観光客数の推移

国際花と緑の博覧会（大阪）
平安建都1200年

阪神・淡路大震災

愛・地球博（愛知）

4,944万5千人

月別修学旅行客数
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日帰り、宿泊別割合

日帰り
73.8％

宿泊
26.2％

利用交通機関別割合

JR
35.1％

私鉄
26.3％

乗用車
29.0％

バス
9.6％

性別

男
35.4％

女
64.6％

年齢別
20歳未満
13.1％

20歳～
13.2％

30歳～
10.0％

40歳～
14.8％

50歳～
31.1％

60歳以上
17.8％

過去の入洛回数別割合
初めて
2.0％

１回
3.7％

２回
4.4％

３回
6.4％
４回
4.2％

５～９回
24.7％10回以上

54.6％

観光客出発地別割合
北海道
1.0％

東北
1.1％

中国
4.0％

関東
（東京以外）
6.6％
東京
7.7％

中部
12.0％

九州
3.2％ 四国

2.3％

大阪
28.0％

近畿（大阪以外）
34.1％

宿泊日数別割合

１泊
57.5％

２泊
30.6％

３泊
7.4％

４泊
1.6％

５～９泊
1.7％ 10泊以上

1.2％

宿泊先別割合

ホテル
71.5％

旅館
16.5％

親戚・知人
9.9％

その他
2.1％

観光消費額
区　分

総　　　合

市内交通費

宿　泊　代

土産品代

食　事　代

その他経費

総　　　合

市内交通費

宿　泊　代

土産品代

食　事　代

その他経費

総　　　合

市内交通費

土産品代

食　事　代

その他経費

649,136
（13,128）
73,001
（1,476）
136,217
（10,513）
148,188
（2,997）
191,005
（3,863）
100,725
（2,037）

45,920
（3,544）

（注）　日帰り・宿泊別に、各項目ごとの１人当たりの平均金額をサンプル調査から把握し、
　　　各項目に対応する観光客数に乗じて消費額を算出した。

251,732
（6,899）
33,314
（913）
67,868
（1,860）
95,745
（2,624）
54,805
（1,502）

101.9
（99.7）
101.4
（99.2）
103.7

（101.3）
101.2
（99.0）
101.8
（99.6）
101.1
（99.0）
102.5

（100.3）
102.4

（100.3）
102.2

（100.1）
103.2

（101.0）
101.6
（99.5）
101.5
（99.2）
100.5
（98.1）
103.7

（101.3）
100.4
（98.0）
100.4
（98.0）
100.7
（98.3）

637,105
（13,166）
72,014
（1,488）
131,386
（10,383）
146,423
（3,026）
187,701
（3,879）
99,581
（2,058）
245,692
（6,875）
32,521
（910）
66,399
（1,858）
92,809
（2,597）
53,963
（1,510）
391,414
（30,932）
39,493
（3,121）
131,386
（10,383）
80,024
（6,324）
94,892
（7,499）
45,618
（3,605）

397,404
（30,671）
39,687
（3,063）
136,217
（10,513）
80,320
（6,199）
95,260
（7,352）

06　年07　年 対前年比（％）
（単位は百万円。カッコ内は１人当たりの平均金額・円）
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観 光 経 済 新 聞週 刊 （８）２００８年（平成２０年）９月１３日（土曜日）第２４８３号 第３種郵便物認可

京都市の０７年入洛観光客数

約約５５００００００万万人人でで過過去去最最高高をを記記録録
京都市がこのほどまとめた

０７年の「京都市観光調査年報」
によると同年の入洛観光客数
は前年比２．２％増の４９４４万５００
０人となり、７年連続で過去
最高を記録した。今回はその
一部を紹介する。

◆日帰り対宿泊の比率は３：１

入洛観光客数を個人、団体別にみる

と個人客は４４５２万２０００人（２．５％増）、

団体客は４９２万３０００人（０．５％減）とな

った。日帰り、宿泊別に見ると、日帰

り客は３６４８万８０００人（２．１％増）、宿

泊客は１２９５万７０００人（２．４％増）とな

っている。

◆利用交通機関、バスは０．６％減

利用交通機関別に見ると、ＪＲ利用

客が１７３６万１０００人（３．５％増）、私鉄

利用客は１３０２万５０００人（２．７％増）、

乗用車利用客は１４３３万５０００人（１．１％

増）とそれぞれ増加しているが、バス

利用客は４７２万４０００人と０．６％減少し

た。

◆５０歳以上の女性に人気

観光客の性別を見ると、女性が６４．６

％と男性を大きく上回っている。年齢

別では５０歳代以上の割合が高く、４８．９

％を占めている。

◆入洛１０回以上の再訪者が半数

過去の入洛回数を見ると、１０回以上

が５４．６％と最も多く、次いで５～９回

以上が２４．７％となっておりリピーター

が多いことが分かる。

◆６割が近畿地方から

出発地別に見ると、近畿地方からが

最も多く、全体の６２．１％を占めており、

次いで関東地方が１４．３％、中部地方が

１２．０％となっている。

◆宿泊の平均日数は１．６８泊

宿泊状況を見ると、１泊が５７．５％、２

泊が３０．６％となっている。宿泊客の平

均宿泊数は１．６８泊だった。また、宿泊

先としては、７１．５％がホテルを、１６．５

％が旅館を利用しており、それ以外は

１２．０％だった。

◆観光消費額は３８円減

観光消費を見ると、観光客１人当た

りの平均消費額は１万３１２８円で、前年

より３８円（０．３％）減少した。日帰り

客は６８９９円で前年より２４円（０．３％）

増加し、宿泊客は３万６７１円で前年より

２６１円（０．８％）減少した。観光客４９４４

万５０００人の消費総額は約６４９１億円とな

り、前年に比べて約１２０億円（１．９％）

の増加となった。

◆外国人客数は１２万人増

宿泊施設利用外国人客数は９２万７０００

人で、前年に比べ１２万４０００人（１５．５％）

の増加となり「４年連続で過去最高記

録を更新」（観光企画課）した。�昨
年４月に米国、台湾に海外情報拠点を

設置�奈良や和歌山、北海道との連携
による外客誘致�外国人向け観光ホー
ムページ（ＨＰ）の開設──などの取

り組みが奏功したと見られる。国籍別

では、アメリカが最も多く３０．９％を占

め、２８万６０００人。続いて台湾１３．５％、１

２万５０００人。韓国７．８％、７万２０００人。

中国５．７％、５万２０００人。オーストラ

リア５．４％、５万人となっている。

◆修学旅行者数は０．２％増

修学旅行客数は、少子化の進展や地

域間競争の激化で減少傾向にあった

が、約２０００人（０．２％）増の１００万５０００

人と５年ぶりに増加に転じた。内訳は

小学校１２万４７７０人（１．１％増）、中学

校６４万１９９５人（２．４％増）、高校２３万８

４９５人（５．６％減）となっている。

◆調査方法

調査は京都市内の主要な鉄道駅、観

光駐車場など、全１５カ所で実施。面接

聴取などの方法で行った。


